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シンチレータは放射線励起により紫外線や可視光を放出する蛍光体で、工業・医療現場な

ど広範な分野に応用されている。X 線・γ線検出器に用いられるシンチレータは、結晶を構

成している材料の実効原子番号が大きく、高密度であることが重要である[1]。また、Ce を

添加したシンチレータは、化学的に安定であるという理由から酸化物が用いられることが

多く[1]、Ce:Gd9.33(SiO4)6O2や Ce:Gd8Sr2(SiO4)6O2などの Gd が含まれるケイ酸塩をホス

ト材料とした Ce添加単結晶シンチレータの研究が進められている[2-3]。 

本研究では Ceを 1.0%添加した(Gd8X2)(SiO4)6O2 (X=Mg,Ca,Sr,Ba)結晶を Floating Zone

法により作製した。各組成の放射線誘起蛍光特性を評価した結果、全サンプルからシンチレ

ーションが観測され、その一例として 1%Ce:(Gd8Ca2)(SiO4)6O2の発光スペクトルと蛍光減

衰時間の様子を Fig.1 に示す。X 線を照射した際に、Ce3+の 5d-4f 遷移に起因する発光が

400-450 nm で観測され、蛍光寿命は 139 nsと 453 ns の二成分であった。本講演では各組

成におけるシンチレーション及び光物性に関して報告する。 

  

(a) Scintillation spectra          (b) Scintillation decay curves 

Fig.1. Scintillation properties of 1%Ce:(Gd8Ca2)(SiO4)6O2 
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